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論文審査の要旨

歯周病は種々の全身疾患と疫学的に関連することが注目されている。 しかし、歯周病が全身免

疫能に影響 し、そして関連疾患の発症に及ばす機構はまだ十分には明らかにされていない。

本論文では′οrρ力/rο〃ο′P♂♂♂ガη♂」i腔力F(=す)の菌体がマウス】卑細胞の免疫能に及ぼす影響を免
疫系の中枢を担 うT細胞について検討 している。

線毛を有する 兄♂ATCC 33277株 は ♂33277)お よび
~英
膜を有する 兄すW83株 (2 ξ W83)を熱処

理 して、それぞれ C57BL/6J系統マウスに腹腔内投与し、経時的に牌単核力求を単離 した。月卑単核球

中の Tリ ンパ球の構成を、フローサイ トメ トリー法により測定し、培養上清中に産生されたイン

ターフェロンガンマ (IFN― γ)を酵素結合免疫吸着法により定量した。
その結果、兄す33277投与群においてのみ、NKT細胞の割合が有意に減少 していた。また、兄

『
33277

投与群の IFN―γ産生能は、投与 6週間後でも有意に低値のままであった。IFN― γ産生能低下は、

牌細胞の免疫能が低下している意味し、2♂ 33277投与による月卑細胞の免疫能の低下は、NKT細胞

の減少と関連する可能性が考えられ、それには特有の成分が関与することが示唆された。また今

回の結果から、兄♂の 系統の違いが全身免疫能に様々な影響を及ばし、関連する疾患への関与も

異なる可能性を示している。

審査委員は、本論文によって牌細胞の免疫能を検討することで歯周病原性細菌の影響を明らか

にする手法が確立されたことは独創的かつ画期的であり、この分野における新たな知見を提供し

たことや、さらに他の細菌で同様の検討も期待できることから、多くの歯周医学研究の発展の礎

になると判断 し、博士 (歯学)の学位を授与するに値するものと判定した。


